










































(2006), 赤司・種村(2006), 中村ほか(2011), 下渡(2018),農林水産省(2018b))。実際、日本の農業に
ついて観測データに基づいた計測は多くない。筆者らの知る限り、わずかに、Kano et al . (2013), 
Takechi (2015), 猪原ほか(2015)が、野菜作を対象にしてDixit and Stigl i tz (1977)の独占的競争を核
にしたKrugman (1980)の新経済地理学モデルを構築・推定し、その中でバラエティ間の代替の弾
力性を推定しているのみである。





























































































= 1 2 3 (1)
ここで、1、2、および、3は資本、労働、および、土地の分配率である(0< < 1, = 1,2,3)。
が、ここで知りたい個別の農業生産者のTFPである。(1)式を対数変換により線形化した(2)
式を考える。
= + 1 + 2 + 3 (2)
ここで、 = , = , = , = , = である。この推定式をつぎ
のように表す。
= 0+ 1 + 2 + 3 + (3)
ここで、 = 0+ , は攪乱項である。よく知られているように、この種の個票パネルデー
タを用いた生産関数の推定では、説明変数の内生性が問題となる(M arschak and Andrews (1944), 






= 0+ 1 + 2 + 3 + + (4)
ここで、は農業生産者の年における実質付加価値額、は実質資本ストック、は総労働時
間、 は経営耕地面積をそれぞれ対数値で測ったものである。内生性を考慮した推定方法は複
数ある。ここでは、Olley and Pakes (OP) (1996)法、Levinsohn and Petrin (LP) (2003)法と、それら2






















者の異質性に着目したM eltiz (2003)やM eltiz and Ottaviano (2008)でもパレート分布が前提となっ
ている。本研究でも、他の産業と同様に日本における農業の生産性分布についてパレート分布を











( ; ) = 1-( )-, > (6)
ここで、は分布の形状パラメータ(以下、パレートのk)、 Mは分布の尺度パラメータであり、
パレート分布の最頻値でもある。ただし、(6)式が成立するのは > のときである(Cowell 
and Flachaire (2015))。(6)式を変形して対数変換すると、(7)式のように表せる。
(1-( )) = - ( ) (7)
ここで、 = である。(8)式について最小二乗(ordinary least squares, OLS)法によってパレー
ト分布の形状パラメータkを推定する。
(1-( )) = - ( )+ (8)
ここで、 = 、は誤差項である。
2.3 バラエティ間の代替の弾力性の推定
Crozet and K oenig (2010)にならって、1つの生産者が1つの差別化財(バラエティ)を生産すると
仮定し、個々の生産者の生産量と生産性の間の関係を(9)式のような指数関数として定式化して
推定する。
= -( -+1) (9)
ここでは、最大のTFPをもつ生産者から降順に生産者まで年・営農類型ごとに累積した生産
額、はバラエティ間の代替の弾力性である。(9)式を対数変換した推定式は(10)式になる。
= 0+ 1 ( )+ (10)



































(1-1) (1-2) (1-3) (1-4) (1-5) (1-6)
OLS FE OP LP OP-ACF LP-ACF
労働 0.901*** 0.485*** 0.675*** 0.526*** 0.928*** 0.935***
(0.0075) (0.0254) (0.0127) (0.0130) (0.0075) (0.0079)
資本 0.139*** 0.00789 0.0255** 0.0237** 0.0773*** 0.0391***
(0.0048) (0.0078) (0.0112) (0.0101) (0.0150) (0.0101)
土地 0.163*** 0.0777*** 0.100*** 0.0572*** 0.206*** 0.228***
(0.0049) (0.0228) (0.0089) (0.0060) (0.0095) (0.0161)














(1-5) (2-1) (2-2) (2-3) (1-6) (2-4) (2-5) (2-6)
OP-ACF LP-ACF
労働 0.928*** 0.808*** 0.967*** 0.807*** 0.935*** 0.810*** 0.956*** 0.799***
(0.0075) (0.0045) (0.0173) (0.0151) (0.0079) (0.0084) (0.0081) (0.0097)
資本 0.0773*** 0.0853*** 0.0651*** 0.105*** 0.0391*** 0.0526*** 0.0216* 0.113***
(0.0150) (0.0156) (0.0193) (0.0127) (0.0101) (0.0098) (0.0126) (0.0129)
土地 0.206*** 0.255*** 0.166*** 0.139*** 0.228*** 0.263*** 0.127*** 0.148***
(0.0095) (0.0054) (0.0177) (0.0127) (0.0161) (0.0083) (0.0200) (0.0117)
定数項ダミー N Y N Y N Y N Y
係数ダミー N N Y Y N N Y Y
































農業全体 0.853 0.575 0.377
1.水田作 0.938 0.779 0.617
2.畑作 0.917 0.620 0.315
3.露地野菜作 0.882 0.617 0.385
4.施設野菜作 0.967 0.655 0.496
5.果樹作 0.982 0.810 0.698
6.露地花卉作 0.957 0.769 0.659
7.施設花卉作 0.962 0.830 0.724
8.酪農 0.730 0.801 0.193
9.繁殖牛 0.906 0.827 0.593
10.肥育牛 0.881 0.860 0.543
11.養豚 0.981 0.809 0.689
12.採卵養鶏 0.957 0.749 0.550
13.ブロイラー養鶏 0.900 0.675 0.417













































農業全体 2.31 (0.94) 0.74 (0.62) 2.58
1.水田作 2.45 (0.91) 0.98 (0.59) 2.48
2.畑作 2.54 (0.93) 0.83 (0.44) 2.71
3.露地野菜作 2.15 (0.88) 0.95 (0.63) 2.20
4.施設野菜作 2.60 (0.95) 0.30 (0.39) 3.30
5.果樹作 2.59 (0.88) 0.89 (0.55) 2.70
6.露地花卉作 1.71 (0.93) 0.69 (0.66) 2.02
7.施設花卉作 2.57 (0.93) 0.75 (0.48) 2.82
8.酪農 1.90 (0.97) 1.04 (0.78) 1.85
9.繁殖牛 2.11 (0.93) 0.73 (0.50) 2.38
10.肥育牛 1.17 (0.82) 0.62 (0.54) 1.54
11.養豚 2.67 (0.96) 0.56 (0.58) 3.10
12.採卵養鶏 1.34 (0.88) 0.72 (0.75) 1.63
13.ブロイラー養鶏 1.65 (0.89) 1.19 (0.78) 1.47
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実質付加価値額千円 16,099 10,814 22,991 0 626,628
労働 時間 16,099 66,146 150,517 5 4,188,609
資本ストック 千円 16,099 4,744 6,600 18 174,136
土地 a 16,099 1,353 2,404 1 35,560
投資額 千円 16,099 2,926 14,817 0 558,073






































lnTFP -1.0839 * * * -2.3136 * * *
(0.0065) (0.0055)











全体 16,099 0.930 0.662 0.00003 22.884
最頻値以上 12,052 1.128 0.651 0.53014 22.884
最頻値未満 4,047 0.341 0.133 0.00003 0.5299
全体 最頻値以上
標本数平均標準偏差最小値最大値最頻値標本数平均標準偏差
1. 水田作 7,286 0.887 0.597 0.001 22.884 0.530 5,334 1.087 0.575
2. 畑作 2,414 0.872 0.536 0.000 7.012 0.550 1,769 1.064 0.496
3. 露地野菜作 606 0.770 0.477 0.007 5.531 0.339 528 0.849 0.458
4. 施設野菜作 369 0.903 0.560 0.000 4.299 0.595 261 1.108 0.542
5. 果樹作 2,021 1.046 0.554 0.026 3.608 0.614 1,557 1.238 0.482
6. 露地花卉作 189 0.933 0.731 0.010 4.217 0.363 159 1.063 0.725
7. 施設花卉作 252 0.937 0.534 0.044 2.806 0.637 179 1.154 0.478
8. 酪農 1,448 1.005 0.910 0.021 10.227 0.414 1,273 1.102 0.929
9. 繁殖牛 416 0.843 0.602 0.009 5.055 0.407 347 0.963 0.586
10. 肥育牛 396 1.259 1.269 0.027 9.663 0.238 340 1.442 1.279
11. 養豚 280 1.312 1.064 0.003 5.881 1.559 90 2.510 1.024
12. 採卵養鶏 136 1.159 0.928 0.161 4.789 0.298 125 1.240 0.924
13. ブロイラー養鶏 129 0.939 0.745 0.086 5.431 0.318 117 1.009 0.748
14. その他 157 0.865 0.673 0.041 5.052 0.244 147 0.912 0.669
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図A- 3 最頻値以上のTFP分布
注：分布の形状を比較しやすくするために、水田作についてはTFPの最大値(22.884)を除いて作図した。
